
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

商業 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

商 業 財務会計Ⅰ ４ ３年次・Ｌ群 選 択 

 

目   標 履修の条件・連絡 
１ 簿記で学んだ知識や技術を基礎にして、株式会社及び財務諸表の作

成などに関する知識や技術を習得する。 
２ 将来、社会や企業の一員としての立場から、財務諸表から得られる

情報を活用して物事の判断能力や処理能力などを養う。 

・２年次に「簿記」を修得している。 
・「原価計算」と同時履修。 
・四年制大学（経営学部等）の推薦条件に
なる場合がある。 

・就職で事務職希望の生徒に有利。 

使用教科書 

（出版社） 

新財務会計Ⅰ 新訂版 

（実教出版） 

副教材 

（準備物） 
標準検定簿記問題集全商１級 会計 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 月 学習内容（単元・項目） 学 習 の ね ら い 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 
 
 

５月 
 
 
 

６月 
 
 
 

７月 

第Ⅰ編 会計の基礎 
 第１章 企業と会計 
 第２章 株式会社会計 
 第３章 会計法規と企業会計制度 
第Ⅱ編 貸借対照表 
 第１章 資産の意味・分類と評価 
 第２章 流動資産 
 
 第３章 固定資産と原価償却 
 
  第４章 繰延資産 
 
 第５章 負債 

・企業と会計、株式会社、会計法規と企業会計制度に
ついて取り扱い、会計に関する基礎的な知識と技術
について習得させる。 

・資産、負債と資本、貸借対照表の作成について取扱
い、貸借対照表に関する基礎的な知識と技術を習得
させることをねらいとしている。 

・資産の意味、分類、評価について理解させ、具体的
な例を用いてその処理法を習得させる。また、減価
償却については定率法と生産高比例法の特徴及び計
算法を扱い、繰延資産については、商法上の繰延資
産を扱う。 

・負債と資本について、それぞれの意味、分類につい
て理解させ、具体的な例を用いてその処理法を習得
させる。 

２ 

 

学 

 

期 

９月 
 
 

10月 
 
 
 

11月 
 
 
 

12月 
 

 第６章 資本 
 第７章 貸借対照表の作成 
 
第Ⅲ編 損益計算書 
 第１章 損益計算の意味と基準 
 
 第２章 経常損益と特別損益 
 
 第３章 損益計算書の作成 
 
第Ⅳ編 財務諸表の活用 
 第１章 財務諸表の意味と役割 
 第２章  財務諸表の見方 
 第３章 連結財務諸表 

・資産・負債・資本に関する知識をもとに、区分表示
された勘定式と報告式の作成方法を習得させる。 

・財産法と損益法に触れ、損益計算の意味と考え方に
ついて理解させるとともに、発生主義、実現主義な
どの損益計算に関する基準について理解させる。 

・営業損益、営業外損益、特別損益の概念を理解させ、
具体的な例を用いて分類や各項目の処理法を習得さ
せる。また、利益の処分及び損失の処理に伴う一連
の処理法も習得させる。 

・経常損益と特別損益に関する知識をもとに、報告式
の損益計算書の作成方法を習得させる。 

・財務諸表の意味、見方、連結財務諸表について取扱
い、財務諸表に関する基礎的な知識と技術を習得さ
せることをねらいとしている。 

３ 

学 

期 

１月 
 

２月 
 

３月 

検定問題練習 
 
 
家庭学習 

・基礎的問題から検定模擬問題、過去の検定問題を中
心に分野別の問題を系統的に練習していくことによ
って、総合的な理解力を深める。 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

規 

 

準 

 企業会計の役割や制
度及び財務諸表の作成
について関心を持ち、そ
の知識と技術の習得を
目指して意欲的に取り
組むとともに、ビジネス
の諸活動に活用できる
実践的な態度を身に付
ける。 

 企業会計や財務諸表
の作成、活用に関する諸
問題の解決を目指して
自ら思考を深め、会計に
おける知識と技術を活
用して適切に判断し、創
意工夫する能力を身に
付ける。 

 企業会計や財務諸表
の作成、活用に関する技
術を身に付け、ビジネス
の諸活動に活用し、適切
に処理するとともに、そ
の成果を的確に表現す
る。 

 企業会計や財務諸表
の作成、活用に関する知
識を身に付け、会計の特
質について理解する。 

手 
段 

・授業態度 
・提出物 

・小テスト 
・定期考査 

・課題の取組状況 
・提出物 

・小テスト 
・定期考査 

各学期や年間の学習状況の 

評価方法 

・平常点（提出物、課題、小テスト）３０％、定期考査７０％ 

学習上 
の 

留意点 

・授業の進度が速いので、毎時間の授業を大切に学習すること。 
・検定前や長期休業中の補習に欠席しないこと。 
・６月（全商）、１月（全商）に検定試験が実施される予定。 

 


